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わ
れ
、
受
験
生
や
保
護
者
な

ど
１
１
５
人
が
来
場
し
た
。

　
昨
年
３
月
以
降
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
実
施
が
続
い
て
い

た
が
、
今
年
３
月
に
は
少
人

数
な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招

待
。
今
回
は
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
在
学
生
も
参
加

し
、
約
２
年
ぶ
り
に
、
対
面

形
式
で
ほ
ぼ
従
来
通
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。

　
当
日
は
、
学
科
の
学
び
を

体
験
で
き
る
「
学
科
説
明
＋

模
擬
授
業
」、
学
生
ス
タ
ッ

フ
が
学
内
施
設
を
案
内
す
る

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」、
入

学
者
選
抜
制
度
や
学
生
生
活

に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
個

別
相
談
」
な
ど
を
用
意
。「
オ

ー
プ
ン
ラ
ボ
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

紹
介
」で
は
、２
０
２
２
年
度

に
新
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
す

る
生
物
科
学
科
の
16
種
類
を

は
じ
め
、
７
学
科
の
約
40
種

類
に
及
ぶ
専
門
的
な
研
究
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

　
訪
れ
た
高
校
生
ら
は
、
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

本
学
の
魅
力
を
体
感
し
、
石

巻
で
過
ご
す
大
学
生
活
に
期

待
を
膨
ら
ま
せ
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

６
月
27
日
、
対
面
形
式
で
開

催
さ
れ
た
。
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
事
前
予
約
制
で
行

す
る
「
保
育
・
教
育
研
究
」

の
一
環
で
、
学
生
た
ち
は
教

師
の
目
線
に
立
ち
、
効
果
的

な
発
問
や
板
書
の
方
法
、
授

業
時
間
の
使
い
方
な
ど
を
学

ん
だ
。

　
参
加
し
た
１
年
次
生
に
と

っ
て
、
今
回
の
授
業
は
児
童

と
接
す
る
初
め
て
の
機
会
と

な
っ
た
。
実
際
の
授
業
の
雰

囲
気
や
児
童
た
ち
の
明
る
く

元
気
な
笑
顔
に
触
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
今
後
に
向
け
て
の
手

応
え
を
つ
か
ん
だ
。

　
保
育
士
志
望
の
菅
野
真
生

さ
ん
（
岩
手
県
水
沢
高
）
は

「
机
間
指
導
の
際
、
子
供
の

目
線
に
合
わ
せ
て
体
勢
を
低

く
す
る
先
生
の
動
き
が
参
考

　
現
代
社
会
に
お
け
る
病
者
や
障
が
い
者

の
位
置
づ
け
な
ら
び
に
取
り
扱
わ
れ
方
に

つ
い
て
、
社
会
的
排
除
論
や
社
会
的
振
り

分
け
の
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
石
巻
専
修
大
学
で
は
、
地
域
社
会
論
や

家
族
社
会
学
な
ど
の
科
目
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
一
口
に
社
会
学
と
い
っ
て
も
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
共
通
す

る
の
は
社
会
と
個
人
の
動
態
を
把
握
し
、

そ
れ
を
批
判
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点

で
す
。
そ
う
し
た
社
会
学
的
視
点
の
獲
得

を
目
指
し
、
授
業
で
は
現
代
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
イ
シ
ュ
ー
（
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
運
動
、
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ｃ
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Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ

Ｍ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
、
感
動
ポ
ル
ノ
な
ど
）
を
取
り
上
げ
な

が
ら
専
門
的
な
概
念
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。

　
ゼ
ミ
で
は
歴
史
社
会
学
の
文
献
講
読
を

通
し
て
、
日
本
の
雇
用
慣
行
、
教
育
制
度
、

社
会
保
障
制
度
な
ど
が
、い
つ
、ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を
学
び
、
そ
の

仕
組
み
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
学
は
常
識
を
疑
う
学
問
で
す
。
社

会
に
あ
ふ
れ
る
「
当
た
り
前
」
の
な
か
に

は
、
多
く
の
人
々
が
滞
り
な
く
生
活
を
送

る
う
え
で
必
要
な
も
の
も
あ
る
一
方
で
、

意
味
不
明
の
も
の
や
少
数
の
人
々
を
生
き

づ
ら
く
さ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
想
像

力
を
最
大
限
に
働
か
せ
、一
つ
一
つ
の「
当

た
り
前
」
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
く
こ

と
で
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
「
当
た
り

前
」
を
疑
う
こ
と
と
「
当
た
り
前
」
で
は

な
い
現
実
や
考
え
方
に
思
い
を
巡
ら
す
こ

と
、
す
な
わ
ち
物
事
を
批
判
的
か
つ
多
面

的
に
捉
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

社会学視点で「当たり前」を疑う
人間学部人間文化学科野島 那津子准教授
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６
月
か
ら
全
６
回
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
「
み
や
ぎ
県

民
大
学
　
石
巻
専
修
大
学
開

放
講
座
」
が
７
月
８
日
に
終

了
し
た
。
今
年
度
は
「
地
元

を
知
ろ
う
」
を
統
一
テ
ー
マ

に
、
本
学
の
６
教
員
が
人
文

学
、
社
会
学
、
自
然
科
学
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
同
講
座
は
〝
石
巻
専
修
大

学
の
知
〞
を
広
く
地
域
・
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的

に
１
９
９
１
年
か
ら
実
施
。

今
年
度
は
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
会
場
の
収
容

人
数
を「
定
員

（
２
０
０
人
）の

40
％
以
内
」
に

定
め
、
対
面
形

式
で
行
っ
た
。

　「
金
華
山
街

道
か
ら
見
た
石

巻
の
変
遷
」（
横

江
信
一
人
間
学

部
特
任
教
授
）、

「
北
上
川
を
カ

ガ
ク
す
る
　
川

は
い
き
も
の
｜
」（
高
崎
み
つ

る
理
工
学
部
教
授
）
な
ど
、

宮
城
県
や
石
巻
地
域
に
着

目
し
た
内
容
で
、
毎
回
多
く

の
市
民
ら
が
熱
心
に
聴
講
し

た
。

　
５
回
以
上
受
講
し
た
43
人

に
修
了
証
を
授
与
。
閉
講
式

で
、
梅
山
光
広
開
放
セ
ン
タ

ー
長
（
理
工
学
部
教
授
）
か

ら
、
代
表
者
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
た
。

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
１
年
次
生
が
６
月
21
日
と

28
日
、
石
巻
圏
域
に
あ
る
小

学
校
３
校
を
訪
れ
、
国
語
や

算
数
の
授
業
を
見
学
し
た
。

有
見
正
敏
特
任
教
授
が
担
当

に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
一

方
、
守
美
久
さ
ん
（
宮
城
県

石
巻
西
高
）
は
「
先
生
の
働

き
か
け
に
よ
り
ク
ラ
ス
の
雰

囲
気
が
変
わ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
授
業
を
参
観
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
教
育
実
習
に
生

か
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　理工学部食環境学科と生物科学科の

３、４年次生が水質環境工学の授業で、学

内の水位調整池の生態系調査を行った。

　６月19日の授業のテーマは「現実の生

態ピラミッドに入って触れ調べる」。学生

たちは池に入り、試料として水を採取し、

魚やカニなど多様な生き物にも触れた。

池の水は教室に持ち帰り、顕微鏡で観察。

調整池に生息していた魚介類の消化管の

内容とプランクトンを調べた。干潮域に

存在する特殊な河川の汽水域生態系の生

態ピラミッドと、調整池内で進んだ食物

連鎖のつながりを確認。学内の池に豊か

な生態系が広がっていることを体感した

学生たちは、自然に囲まれた環境の中で

学ぶ楽しさを実感した様子で、今後の調

査に対する期待

感を口にした。

　今回調査した

調整池は北上川

と水路でつなが

っており、食環

境学科の高崎み

つる教授は「こ

のような特殊な

水域を学内に持つ大学は世界的にも珍し

く、海水と淡水両方の性格を併せ持つ貴

重な大学資源だ」と話した。

　高山遼輝さん（理工４・茨城県第一学

院高高萩校）は「自然が教科書通りの姿

でないことが分かり、より深く調べたい

と感じる魅力的な授業だった」と話した。

人
間
文
化
学
科
の
模
擬
授
業

「
地
域
の
可
能
性
を
考
え
る
」

学
生
が
作
製
し
た
メ
ス
ジ
カ
の
全
身

骨
格
標
本
を
展
示
し
た
辻
研
究
室

模擬授業・オープンラボ模擬授業・オープンラボ好評好評！！

オープンキャンパス

対
面
形
式
で
実
施

115
人
が
来
場

体験型企画で魅力紹介

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
学
科
説
明

水
位
調
整
池
で
試
料
を
採
取
す
る
学
生
た
ち

学内の調整池で生態系を調査

人
間
教
育
学
科
１
年
次
生

人
間
教
育
学
科
１
年
次
生

小
学
校
で
授
業
の
進
め
方
学
ぶ

小
学
校
で
授
業
の
進
め
方
学
ぶ

「地元」テーマに
６教員が講演

大学開放講座

教室の後方から授業を見学し、気づいた点を

メモする学生たち＝石巻市立住吉小学校

梅
山
セ
ン
タ
ー
長
（
右
）
か
ら

修
了
証
が
手
渡
さ
れ
た

食
環
境
学
科
・
生
物
科
学
科

顕
微
鏡
で
池
の
水
を
観
察

●７月25日（日）
●８月21日（土）
●９月 ５日（日）

オープンキャンパス
― 今後の日程 ―

※詳細は大学ＨＰなどで
ご確認ください。


